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様
々
な
と
り
く
み
で 

こ
の
間
、
全
医
労
で

は
保
育
の
質
、
職
員
の

雇
用
・
労
働
条
件
の
継

続
を
前
提
と
し
た
委

託
業
者
を
選
定
す
る

よ
う
、
第
二
共
済
組
合

所
属
所
長
・
本
部
長
宛

の
保
育
所
要
求
書
の

提
出
や
要
求
署
名
・
ひ

と
こ
と
署
名
の
と
り

く
み
、
「
保
育
所
問
題

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー

ム
」
を
開
催
し
意
思
統

一
、
第
二
共
済
組
合
へ

の
署
名
提
出
・
要
請
行

動
を
す
る
な
ど
、
で
き

る
限
り
の
行
動
を
行

い
ま
し
た
。 

結
果
、
要
求
署
名
は

１
２
，
３
３
７
筆
集
ま

り
、
支
部
・
地
方
協
で

は
各
種
会
議
で
訴
え

る
な
ど
短
期
間
で
多

く
の
署
名
を
集
め
ま

し
た
。
ひ
と
こ
と
署
名

は
、
９
９
５
人
分
を
集

め
ま
し
た
。 

ひ
と
こ
と
署
名
よ
り 

「
保
育
所
が
あ
っ

た
か
ら
働
け
た
」
「
長

年
培
っ
た
保
育
を
続

け
ら
れ
る
よ
う
、
保
育

士
さ
ん
た
ち
が
働
き

続
け
ら
れ
る
保
育
所

を
お
願
い
し
た
い
」
な

ど
保
護
者
の
声
、
保
育

士
か
ら
も
「
家
庭
的
で

岸田委員長あいさつ 

独
法
施
設
院
内
保
育
所
の
２
０
１
６
年
度
以
降
の
運
営
委
託
先
に
つ
い
て
、
全
医

労
は
「
安
全
・
安
心
な
保
育
所
運
営
の
継
続
を
図
る
よ
う
」
申
し
入
れ
て
い
ま
し
た

が
、
11
月
27
日
、
第
二
共
済
組
合
本
部
か
ら
「
保
育
所
選
定
委
員
会
で
検
討
の
結

果
、
ピ
ジ
ョ
ン
に
決
定
」
と
の
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。 

11
月
12
日
、
ピ
ジ
ョ
ン
（
株
）
は
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
を
行
い
、
選
考
委
員

会
で
の
総
合
評
価
の
結
果
、
委
託
先
（
案
）
が
出
さ
れ
11
月
27
日
正
式
に
決
定
し

ま
し
た
。
委
託
先
の
決
定
に
関
し
て
は
、
今
後
、
組
合
側
運
営
審
議
会
委
員
に
対
し

て
あ
ら
た
め
て
説
明
が
な
さ
れ
る
予
定
で
す
。
（
Ｆ
Ａ
Ｘ
ニ
ュ
ー
ス
第
22
号
よ
り
） 

“ みんなで作っ

て、美味しく食べ

たよ！”（芋煮会） 

東京病院「なかよ

し保育園」 
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子
ど
も
が
安
心
し
て

過
ご
せ
る
環
境
づ
く

り
を
し
た
い
。
子
ど
も

の
成
長
を
共
に
喜
び
、

や
り
が
い
を
感
じ
る

保
育
が
続
け
た
い
」
な

ど
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
が

届
け
ら
れ
ま
し
た
。 

ま
さ
に
支
部
組
合

員
と
保
育
所
職
員
、
そ

し
て
院
内
保
育
所
を

利
用
す
る
保
護
者
の

三
者
が
力
を
合
わ
せ

た
と
り
く
み
の
成
果

と
い
え
ま
す
。 

団
結
し
て
が
ん
ば
ろ
う 

院
内
保
育
所
の
充

実
・
強
化
の
た
め
に
は

組
織
の
力
が
重
要
で

す
。
委
託
先
決
定
を
す

べ

て

の

保

育

所

職

員
・
保
護
者
に
報
告
す

る
と
と
も
に
組
合
へ

の
加
入
を
呼
び
か
け

仲
間
を
ふ
や
し
ま
し

ょ
う
。 

12
月
20
日
（
日
）

に
は
、
処
遇
改
善
要
求

で
地
方
協
代
表
に
よ

る
ピ
ジ
ョ
ン
と
の
団

体
交
渉
を
実
施
し
ま

す
。
地
方
協
代
表
は
、

で
き
る
限
り
地
方
協

内
各
園
の
意
見
・
要
望

を
ま
と
め
て
出
席
し

て
く
だ
さ
い
。 

 
 

 

                          

      

                          

                                

                                

全保育所でとりくもう！ 

☆ ２０１５年保育所実態調査 

☆ ２０１６年春闘要求アンケート 

☆ 国の保育等支援施策を求める署名  

☆ 組織率６０％以上をめざそう 

2015年 11月 17日 
ピジョン株式会社 
代表取締役社長 山下  茂 殿 

                                                       全日本国立医療労働組合 
                                委員長  佐藤 晃一 

 

2015年秋年末「労働条件改善を求める要求書」 
 
１．職員の雇用および処遇改善 
（1）保育に支障を来すことのないよう職員を確保すること。 
（2）必要人員は契約社員で雇用し、退職者や産休代替等の補充をすみやかに行うこと。 
（3）給食担当職員（栄養士、調理師）を全員契約社員にすること。 
（4）労働契約法に基づき、有期雇用から無期雇用へ雇用転換を図ること。 
（5）試用期間中の職員を社会保険に加入させること。 
（6）再雇用者の労働時間数の拡大等、処遇改善を図ること。 
（7）年金支給の引き上げに連動し、定年年齢を引き上げること。 
 
２. 休暇制度 
（1）年次有給休暇の取得促進を図ること。当面８割取得をめざし、具体的な方策を図ること。 
（2）夏季休暇を有給で新設すること。また夏季に連続した休暇が取得できるようにすること。 
（3）時間年休取得の対象者は全職員とし、時間数の拡大を図ること。 
（4）リフレッシュ休暇を有給で新設すること。 
（5）病気休暇、介護休暇、生理休暇の有給化を図ること。 
（6）忌引き休暇について、父母、配偶者及び子女（養子を含む）付与を７日とし、すべての職員

を有給化すること。 
（7）パート・アルバイトの結婚休暇の５日すべてを有給化すること。 
（8）職員の仕事と子育ての両立支援を図ること。 
（9）積立休暇の取得事由を拡大すること。 
 
３．業務改善 
（1）園長業務の簡素化を図ること。また、副園長・主任を新設し、事務職員を配置すること。 
（2）超過勤務縮減と休憩時間の確保について対策を講じること。 
（3）一人勤務の時間帯が発生しないよう勤務体制を徹底すること。 
（4）給食業務は食育と食の安全の観点から、自園給食を全園で実施すること。 
（5）運営方法の変更にあたっては、保育所職員・保護者に情報を知らせ、意見を十分に聞くこと。  
（6）定期的に被服の貸与を図ること。 
 
４．その他 
（1）保育所建物の耐震性や老朽化、危険箇所は早急に改善を機構本部・施設に要請すること。ま

た、災害時の避難誘導及び連絡体制は施設と連動したものにするよう働きかけること。 
（2）子どもの安全確保のため、携帯電話を各園に常備すること。 
（3）保育の質向上のため、研修の充実を図ること。 
（4）保育委員会を定期的に開催するよう働きかけること。 
 

以 上 

１
２
／
２
０
の
団
体
交
渉
で
は
、
左
記
の
よ
う
な
「
要
求
書
」
を

ピ
ジ
ョ
ン
に
提
出
し
て
い
ま
す
。
各
地
方
協
の
代
表
は
、
支
部
・

地
区
・
地
方
協
の
要
求
を
ま
と
め
、
交
渉
に
臨
ん
で
く
だ
さ
い
。 
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楽しくためになる保育所交流集会でした♥ 

関信保育所交流会報告 

関信保育所交流集会は、9月5日（土） 

全医労会館ホールにて、9園 25名の参 

加で開催されました。全体の参加数は少 

なかったものの楽しくためになる学習 

と交流が出来ました。 

集会は、小関副会長（犀潟・さくらん 

                    ぼ）と大津委員（水戸・つくし）の司会 

で全体会を進行しました。 

辻委員（東京・なかよし）の開会挨拶にはじまり、枝野会長（宇都宮・なかよし）

の挨拶、本部佐々木中央執行委員と地方協吉崎書記長の挨拶、深津事務局長の基調報

告を行いました。戦争法案、院内保育所を巡る情勢と全医労の取り組み、全医労の院

内保育所運動の歴史など、分かりやすく報告し、初めて参加された皆さんからも好評

でした。 

休憩を挟んで、元相模原たんぽぽ保育園保育士 

でプロの人形劇士の上村徳子さんからの講演と人 

形劇の講習です。上村さんご自身の人生、保育士 

としての生き方、労働組合の大切さのお話しとテ 

ンポの良い人形劇講習は、とても好評でした。 

その後は、「乳児」「幼児」「給食」に分かれて 

の分散会です。分散会では他の園の状況や悩みなどの情報交換が出来たと、こちらも

好評でした。 

最後に、参加者全員から感想を発表、枝野会長のまとめ、戦争法案廃案決議のあと、

村田副会長（東京医セン・ひまわり）の閉会挨拶で、集会の幕を閉じました。 

次回は、もっとたくさんの園から大勢の参加で成功させましょう。また来年も会え

ることを楽しみにしています。      15.9.7付 全医労関信書記局報告より 

北海道北医セン支部では院内

保育所の保育士が支部執行

委員になってから、組合説明

会の案内状を手作りしていま

す。先生の“すご技”に支部も

ビックリ！こんなカードをもらっ

たら新人さんも嬉しいですね。 
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みんなで協力して保育所を守っていこう 

九州保育所会議報告 

11月 28日（土）九州地方協保 

育所会議が九地協会館で開催され、 

8地区代表、保育所連絡会代表、九 

地協、本部合わせて 24人が参加し 

ました。 

 会議は吉田書記長の和やかな進行、 

九州保育所連絡会代表の五反田さん 

（川棚・さくら）の開会挨拶で始ま 

りました。自己紹介の後、九地協を 

代表して佐保女性部長、本部から森 

書記の挨拶がありました。 

 続いて、津田書記次長が情勢と私たちがとりくむべき運動をわかりやすく基調報

告。お昼を挟んで各地区報告、討論と続きました。 

 園舎老朽化の問題では、特に宮崎東の例が出され、他にも問題になっている南福

岡・大村・琉球についても支部要求を粘り強く出しながら、新築・増築等に向けて

施設を動かそうと話し合いました。また、施設管理は病院であることから、安全衛

生委員会の職場巡視には保育園も含めるよう要求しようと話し合いました。 

 さらに本部・九地協のピジョン交渉に向けて、特に「人員確保」「すべての職員

の賃金・手当アップ」「夏季休暇（連続した休み）」「園長業務の簡素化と業務に専

念できる環境作り」「パートの時間年休」「住居手当」等の改善を強く求めていこう

と意見が出されました。 

 三者の連携では、「保育委員会の前に三者委員会を開催」（南福岡）の例も出され、

信頼関係を築きながらとりくみを進め、改善している報告がありました。また、保

育所からも支部の執行委員になったことで、「保護者の働き方や情報交換ができる。

組合拡大にもつなげていきたい」（西別府）との意見も出されました。 

 また、福岡地区では「保護者、子どもも参加できる楽しい企画で、保育所の歴史

も学べる地区の保育所集会を企画中」、沖縄地区では地区内 2園で初めて交流会を

行い「今後も職員との交流、情報交換の場として続けたい」と報告がありました。 

 組織拡大では、組合員ゼロ保育所が 2 園克服され、九地協の組織率は上がりま

したが、2月 15日基準日に向けて安定的過半数をめざそうと話し合いました。 

最後に、津田書記次長がまとめを行い、「入園時に必ず院内保育所の歴史を説明

する園や地区のとりくみにならい、各種行事で院内保育所をアピールしながら、組

合に結集して次世代に伝える運動を進めよう」と意思統一し、九州保育所連絡会代

表の冨田さん（熊本・二の丸）の閉会挨拶で散会となりました。 


